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日本語のスピーチスタイルに対する学習者の意識
―短期留学生へのインタビューから―

谷部　弘子

１．はじめに
初級日本語教科書で提示される発話文の主たる文体は丁寧体である。普通
体発話は、教科書の後半で提示され、文末表現の男女差とともに扱われるこ
とが一般的であった（谷部2010）。初級の早い段階から普通体と丁寧体を意
識的に提示している教科書も見られる（1）が、まだ限られている。中級段階
以降では、文体のバリエーションがさまざまな形で提示されるものの、外国
人日本語学習者にとって場面や相手に応じて適切な文体を用いることは困難
な課題の一つであり（三牧2007など）、とくに普通体発話を使いこなすこと
は文末の男女差とも関わり、海外で学ぶ日本語学習者にとって一つの難関で
あった（谷部2003）と、認識されてきた。
しかし、近年、日本語学習の動機として日本のポップカルチャーへの関心

が大きな位置を占めるようになっているように、海外の日本語学習者をとり
まく環境はこの約10年で大きく変化した（2）。学習者はインターネット等さま
ざまなメディアを通して、日本語のバリエーションにアクセスすることが可
能になっている。海外では、学習者の発表の場として日本語スピーチ大会が
開催されることが多いが、2000年代に入ると、丁寧体を基調とするスピーチ
以外に、アニメアフレコ大会やマンガの吹き出しに日本語の台詞を入れて面
白さとオリジナリティーを競うコンテスト（3）なども実施されている。
本稿では、このような環境の中で学ぶ日本語学習者が、発話末の丁寧体、
普通体を軸とするスピーチスタイルをどのように認識し運用しているかを、
インタビュー及び自然談話から探索的に検討する。
なお、本稿で用いるデータは、科学研究費補助金による基盤研究（Ｃ）

「日本語学習者の言語行動のバリエーション獲得に関する研究」（課題番号：
25370582）（4）において収集したデータの一部である。



- 35 -

２．調査の概要
２．１　調査協力者と調査時期
調査協力者は、東京都内の大学の短期留学生計12名である。内訳は、学部
レベルの国費留学生である日本語日本文化研修生（以下、「日研生」）11名お
よび海外協定校から派遣される交換留学生１名で、いずれも母国の大学で日
本語を専攻として学んでいる。留学期間は2013年10月より11～12ヶ月であ
る。調査は、来日後２ヶ月以内の時期と帰国前１ヶ月以内の時期に行った。
協力者の日本語学習歴、今回の留学以前の日本滞在歴等は表１の通りであ
る。データ数が少ないため、個人が特定される恐れがある国籍・母語は記載
せず、性別（男性M・女性F）および出身地域のみ記載した。

表１　協力者基本情報（来日時）
協力者
仮名

留学
身分

出身
地域

日本語
学習歴

配置日本語
会話クラス 来日回数 ３ヶ月以上の日本滞在経験

01 F 日研生 アジア ３年 　レベル１（5） ４回目 なし
02M 日研生 ヨーロッパ ３年半 レベル１ ３回目 なし

03M 日研生 ヨーロッパ ２年半 レベル１ ２回目 あり
（１年）

04 F 日研生 ヨーロッパ ４年 レベル２ １回目 なし
05 F 日研生 ヨーロッパ ５年 レベル２ ３回目 なし
06 F 日研生 ヨーロッパ ３年 レベル２ １回目 なし
07 F 日研生 アジア ３年半 レベル２ ２回目 なし
08 F 日研生 アジア ３年 レベル２ １回目 なし
09 F 日研生 アジア ７年 レベル２ １回目 なし

10 F 日研生 アジア ３年半 レベル２ ２回目 あり
（３年）

11M 日研生 アジア ３年半 レベル２ １回目 なし

12 F 交換
留学生 アジア ８年半 

（中学では独学） レベル２ １回目 なし
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２．２　収集データと分析対象データ
収集したデータは以下の２種類である。
［Ａ］自然談話データ
［Ｂ］日本語使用に関する半構造化インタビューによる発話データ
［Ａ］は、それぞれの協力者について、来日後２ヶ月以内（以下、「来日
時」）と帰国前１ヶ月以内（以下、「帰国時」）の談話を収集した。「来日時」
「帰国時」それぞれの時期に、同年代の非母語話者どうしの場面（以下、「学
習者場面」とする）および日本語母語話者との場面（以下、「接触場面」と
する）の２場面各15～30分の自然談話を録音してもらい、文字化して資料と
した。［Ｂ］は筆者がインタビュアーとなり、［Ａ］と同時期に各協力者個別
に行った。主な質問項目は、日本語学習歴・日本語以外の外国語能力・日本
滞在経験などの基本情報のほか、授業以外の日本語使用状況、自身の日本語
に対する評価、日本滞在中の希望や経験についてなどであったが、「帰国時」
のインタビューにおいて、協力者の発話内容に付随して文体に関する質問を
行った。一つは「普通体で話すことと丁寧体で話すこと、どちらが自分に
とって楽か」という質問、もう一つは「普通体と丁寧体をどのように使い分
けているか」という質問である。ただし、協力者の発話内容に沿った自然な
問いかけを優先させたため、この質問発話の表現は固定したものではない。
本稿では［Ｂ］を主たる考察の対象とし、認識が具現化された例として、

［Ａ］のデータを参照する。

３．データ［Ａ］に見る「来日時」の使用文体
表２は、「来日時」の「学習者場面」および「接触場面」における談話の
使用文体である。
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表２　「来日時」談話の使用文体

協 
力 
者

談話１（学習者場面） 談話２（接触場面）
相手との関係
年齢・親疎

基調文体
（相手）

相手との関係
年齢・親疎

基調文体
（相手）

01 F 上（6）・親 普（普） 上・親 普（普）
02M 同・普通 普（普） 同・普通 普（普）
03M 上・親 普（普） 同・普通 普（普）

04 F 相手（1）下・普通、（2）下・普通、（3）同・普通 普（普） 同・普通 普（普）

05 F 相 手（1） 同・親、（2）同・親
普＞丁
（普） 同・疎 丁＞普

（丁＞普）
06 F 同・親 普（丁＞普） 同・親 普（丁＞普）

07 F 相手（1）上・普通、（2）上・普通、（3）同・普通 普（普） 同・普通 普（普）

08 F 相手（1）上・普通、（2）上・普通、（3）同・普通 普（普） 下・普通 普（普）

09 F 相手（1）下・普通、（2）下・普通、（3）下・普通 普（普） 下・普通 普（普）

10 F 同・親 普（普） 同・普通 普（普）
11M 上・普通 丁＞普（普） 同・普通 丁＞普（普）
12 F 同・親 普（丁＞普） 同・親 普（丁＞普）
注記１： 年齢関係は「上・同・下」、親疎関係は「親・普通・疎」から選択させている。
　　２： 基調文体の「普」は普通体を、「丁」は丁寧体を表す。混用している場合は、

「＞」を用い、どちらが多用されているかを示した。また、（　）内に相手
の使用する文体を示した。

表２を見て分かるように、ほとんどの協力者が「来日時」の段階で、「学
習者場面」においても「接触場面」においても、同年代の相手に対して普通
体発話を選択している。その中で、11M だけがどちらの場面でも普通体より
も丁寧体を多用していた。（１）は11M の「接触場面」における［同・普通］
の相手に対する発話である。対話を維持するために単純な情報要求の質問発
話を繰り返している。（２）は12F の「学習者場面」の談話であるが、相手
の11M は同国人・同学年の友人である12F に対しても丁寧体で話しており、
この時点では親疎関係に応じた文体の使い分けがなされているわけではない
ことがうかがわれる。なお、以下に示す用例では、相手の日本語母語話者を
「NS」（男性「NSM」、女性「NSF」）と表記する。
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（１）
11M ああ、はい、今日は何の授業ですか。
NSF 今日は、普通に、英語だけです、今日は。
11M 今日は、英語だけですか、何の学生ですか、学生は何歳ですか。
　（中略）
11M 中学生、英語、NS さんの英語はすごく上手なので、大丈夫です、

大丈夫だと思います。
NSF ありがとうございます。

（２）
12F Ｎの２、そうか、頑張ってね。
11M はい、ありがとうございます。難しい、とても難しいです。
12F そうだよねぇ、難しそうなんだよねえ、２級。
11M ［12F の愛称］さんは、［12F の愛称］さんはＮ２のレベルを合格し

ましたね。
12F そうそう、日本の来る前に、うん。

４．データ［Ｂ］にみる「帰国時」の普通体・丁寧体使用意識
「帰国時」に行ったインタビューでは、「普通体で話すことと丁寧体で話す
こと、どちらが自分にとって楽か」という質問に対し、協力者12名中10名が
普通体と答えている。以下に、データ［Ｂ］（7）の文体に関する言及部分を中
心に協力者の普通体・丁寧体使用意識を二つの事例に分けて詳述する。

４．１　来日以前の学習ですでに普通体を身につけている事例
02Mは過去に留学経験はないが、来日時点ですでに非常に高い日本語運
用能力を有しており、日本語プレースメントテストで最も高いレベル１のク
ラスに配置された。02Mは、母国にいるときから、授業以外にもインター
ネットのサイト等を利用し、自律的に学習を進めてきており、「帰国時」の
インタビューでは、自身の学習過程について（３）のように述べている。
（４）は、02Mと同年代の日本語母語話者（同じ寮に住む学部学生）との「来
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日時」の会話であるが、相互に自然な普通体会話が繰り広げられている。

（３）02M「普通体のほうがもっと安心できると思いますね。例えば、わた
し、敬語で話さなければならない場面にいるときは、その、そのような
敬語がふさわしいとか、失礼にならないか、たまに心配しますから。」
「わたしは実は日本語を勉強し始めたときは、最初は普通体を覚えまし
た。それから丁寧体と敬語に進みました。これは、私はちょっと逆の順
番ですね。」「まあ、わたしは、もっと年上な人に対してはもちろん丁寧
体か敬語はちゃんと使っているかと思いますが、まあ、同じ年齢ぐらい
の人に対しては、ほとんど普通体ですね。…（中略）…敬語はまだまだ
満足できないレベルですね。」

（４）
02M その白い、何か、と、点滅している白いやつは。
NSM これカメラ、どう？。
02M うん、結構いいんじゃない。
NSM 結構きれい？。
02M うん、ただ何か夜の間はどう、夜は難しいでしょう？。
NSM よーるってこんな感じ？。
02M ちょっとごめんね、鼻水。
02M じゃ、トイレで、トイレに行けば、あそこは電気がないから。
NSM 何で、［02Mの名］のトイレで撮らなあかんのやろ。
NSM （シャッター音）どう？、画質。
02M ま、これはまだマシだけどね。
NSM うん、悪くはないよ、画質は。
02M 悪くないね。

（５）は、02Mと同様に来日時の日本語プレースメントテストでレベル１
のクラスに配置された01F が自身の普通体の習得について語っていることで
ある。01F にとっても、普通体の運用は今回の来日以前から慣れ親しんだも
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のだったことがうかがわれる。「来日時」「接触場面」の談話（６）では、年
齢的には「上」であるが親疎関係では「親」と認識しているNSFに対し終
始一貫して普通体による会話を続けている。

（５）01F「（国にいるとき）ランゲージ・パートナーがいて、…28歳くらい
の男の人なんですけど、あのときは日本語もそこまでうまくなかったん
ですので、ちょっとすみません、「デス・マス」がちょっと上手くない
んですのでって言ってて、だいじょぶですよ、ため口でって言われてて、
さらに、普通体がついていってしまいまして…」

（６）
01F 私はさー、きょう５限さぼっちゃった。
NSF へえ。
01F 仕方ないじゃん、旅行だからさ。
NSF でも、それは……。
01F まあ、優しい先生だから、一応大丈夫かな。
NSF だって、学校で設定した旅行でしょう。
01F でもさあ、私、５限はさ、学部生の授業だからさあ。
NSF ああ、そうか。

01F も今回の留学前に３ヶ月以上の日本滞在経験はないが、アイドルグ
ループのコンサートのためなど短時日では３回の来日経験がある。来日前に
日本語能力試験Ｎ１に合格しており、「来日時」のインタビューでは、レベ
ル１の文法クラスでの教材は、すでに母国で学んだことがほとんどだと述べ
ている。その01F は「帰国時」のインタビューで、１年の留学期間で学んだ
こととして丁寧体および敬語の習得をあげている。01F は所属したサークル
で先輩対後輩という上下関係を反映した言語行動に着目し、意識的に見習っ
ており、（５）（７）に見られるように、「帰国時」のインタビューでは教師
に対し「～まして」という文末表現を多用している。
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（７）01F「デス・マスの使い方がちょいちょいうまくなりました。…サー
クルに入っていて、あの、サークルに上下関係が厳しくて、…厳しいっ
ていうか、もうすごいちゃんと４年生が前に座ってて、４年生と３年生、
そして後ろが１年生と２年生で、で、後輩は先輩にデス・マスを使った
りしてますんで…、少しずつ自分も見習った方がいいかなと思いまして…」

４．２　来日後に普通体を身につけていったと思われる事例
３．で言及した11Mは、来日当初は留学生の日本語も日本人の日本語も
ほとんど聞き取れなかったが、４ヶ月ほど経ち、ちょうど学校が休みの頃他
の留学生と一緒によく遊びにいったことで、聞き取れるようになったことを
実感したと、語っている。（８）の発言の中にも、留学生どうしの会話を通
して、自信をつけていったことがうかがわれる。１年後の「帰国時」には、
日本人学生（NSM）とも（９）のような普通体発話をかわすまでに至って
いる。

（８）11M「一番影響があるのはたぶん、留学生達とよく遊んでいくことと
思います。での、なんか、１回遊びに行って、１日中、なんかその１日
中は、日本語をしゃべっていて、聞いたりしゃべったり、たくさんしゃ
べって、たくさんしゃべる機会が、もともとは、あの、そのことは全然
ダメ、何にも、留学生の日本語でも日本人の日本語でも全然聞き取れな
かったので、でも、えと、ああ、４ヶ月くらい経って、その頃、休みの
頃は、留学生と一緒、よくたくさん、よく遊びに行ったので、その機会
は、ああ、なんか、もしその日遊びに行って、寮に戻って自分は、自分
が一人考えて、今日ぜんぶ友だちの話はぜんぶ聞き取れたんじゃない、
と思ったら、それを思って…。」

（９）
11M でもー、何だっけ、卒業してから、何をやりたいの？↑。
NSM 小学校の先生。
11M どうして？↑。
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NSM どうしてって言われても、うーん、ずっと先生になりたかったし、
教えること好きだしー、なんか、いろんな子の成長に携わりたい。

　（中略）
11M 小学校、小学校、とても、なんか、あー、わあわあわあ、毎日毎日、

ちょっと面倒くさい、面倒くさいじゃない？↑。
NSM でも、小学校の時が一番大切だから。
11M そう、なるほどね、でも、［NSMの姓の一部］さんは厳しい先生に

なるかな。
 

07F は「来日時」にレベル２のクラスに配置されているが、来日前は、授
業中先生と話す以外、日本語を話すチャンスはあまりなかったため、普通体
より丁寧体を使っていたと言う。しかし、「日本に来て毎日留学生と、日研
生たちと普通形［筆者註：普通体］で毎日話してー、あと先生たちと、年上
の人と話すとき、話してるとき、なんか、普通形［普通体］で話しちゃう…」
と述べているように、とくに親しい関係にある日本語非母語話者どうしの交
流によって普通体を身につけていっている。07F と同じくレベル２のクラス
に配置された06F にも、同様の語りが見られる。（10）からは、06F にとっ
て、楽に話せるのは普通体であり、普通体よりもむしろ丁寧体を意識的に使
うように心がけて話さなければいけない状況にあることがうかがわれる。

（10）06F「たぶん日本に来て、友だちがいっぱいいて、友だちと話して、
自然に普通形［普通体］が出た、出てきた…」「［自国名］ではほとんど
先生だけと話してたから、マスとかデスとか使いました。これは少し問
題になりました。」「（普通体は）いつかわかりませんけれど、気づいた
ら自然に…。」「私はいつも友だちと普通、敬語を使わなくて話します、
から、逆に敬語のほうが難しい。ときどき年上と話したら、普通の、使っ
てます」「文章が終わったら絶対デスとか、でないといけないとか、が
んばってこの丁寧語［丁寧体］話してます」
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４．３　普通体習得に「学習者場面」がはたす役割
協力者へのインタビューを通して感じたことは、「丁寧体」よりも「普通
体」の習得のほうが困難であるという認識は必ずしもあたらない、というこ
とである。前節で見たように、来日前は丁寧体の使用が主であったという留
学生も、１年という短い留学期間にもかかわらず、友人たちとの日々の生活
の中で普通体を身につけていっている。注目に値するのは、普通体を身につ
けていった過程を語る際に、学習者（日本語非母語話者）どうしの交流に言
及するものが多い点である。上記の06F、07F、11Mの他にも、「普段は友
だちと留学生どうしとかいつも普通形［普通体］で話しましたから、なんか、
慣れてました。でも、ときどき、他の人のときも普通形［普通体］で使って
しまった」（10F）など、留学生にとってもっとも身近で親しい関係になる、
つまり、普通体の使用がもっとも自然な相手が、日本語非母語話者の親しい
留学生だということである。01～11の日研生は、同じ寮で生活しているほか、
日研生のための必修科目が週１回あり、課外活動等で同一行動をとることが
多く、早い段階から対等で親密な人間関係を構築しうる。こうした環境が自
然な普通体習得を促していると言えるのではないだろうか。

５．スピーチスタイルの選択に関わる意識
「帰国時」インタビューによれば、非母語話者どうしの会話では、協力者
の意識は［友だち＝親しい＝普通体］という図式が矛盾なく結びついている
ようであるのに対して、日本語母語話者との場面では、丁寧体を選択するか
普通体を選択するか、逡巡が見られる。普通体を選択する際のキーワードは
「親しい」「仲がいい」などであるが、11Mは、合宿で会った初めての日本人
学生との会話について（11）のように語っている。自分自身には親しくなっ 

たという認識があるにもかかわらず、スピーチスタイルの選択が一致しない
場合があることを指摘しながら、相手のスタイルに合わせようとしている。

（11）11M「最初のときは、僕は彼と初めて会ったので、最初はデス・マス
体、そして次の日、最後の日ですね、ちょっと、同じグループで折り紙
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をしてたくさんしゃべっていて、ただ、ときどきデス・マス体とときど
き普通体、使ってます。」「…僕は仲が良くなったと思ったら普通形［普
通体］で話したいですけど、彼はまだデス・マス体を、そのためときど
き、なんか彼はデス・マス体で話してくれたら、僕もデス・マス体…」
「でも、大丈夫。彼はデス・マス体使いたい（↑）なら、デス・マス体
でも大丈夫です。」

相手に合わせようという姿勢は06F の発話（「相手がデス・マス使ったら、
私も使います」）にも、09F の発話（12）にも見られるが、08F の発話（13）
には最終的な選択に至るまでにまた異なる試行錯誤が見られる。つまり、親
しい関係にあるから普通体を使う、というだけでなく、親しい関係を構築し
たいがために、あえて普通体を使う、という選択をしているのである。08F
は、あるサークル活動に所属している。サークル活動の場は学外であるが、
週に１回学内でミーティングが行われ、参加している、という。

（12）09F「誰にもできるだけ親切に話したいんですけど［親しい感じで話
したいので］、最初、普通の友だちでも普通体を使って話してます。も
し、友だちならば普通形［普通体］を使ってますが、でも、もし相手は
私に対して会話するとき丁寧体を使うと自分も、自分が気づいてから相
手に合わせて、丁寧体を使って話してます。」

（13）08F「なんか、もし、今日こういう人はあまり親しく話さなかったら、
でも、何回もしチャンスがあったら、親しく話したいんですから、でき
るだけ次に、３回目くらい普通体を使って話してみたいんです。でも何
回あとでも相手も相変わらず丁寧体を使うと、やっぱり自分のほうが丁
寧体を話したほうがいいかなと思って、今度から意識して丁寧体を使っ
て話しています。」

その一方で、08F は、あまり親しい関係でないにも関わらず、普通体を
使って話しかけてくる日本人学生に対する違和感についても言及している。
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おそらく日本語母語話者どうしではしない普通体使用を外国人に対してはし
ていると感じているのである。

（14）08F「友だちならば、ほとんどみんなと一緒に普通体を使って話して
いますけど、もしあんまり親しくない人ならば、使ってもちょっと不自
然、な感じがあります。ええと、向こうはたぶん私のことを呼ぶときは
「［名］ちゃん」とか呼んでくれますが、あまり親切な、してない［親し
くしていない］と思います。でも、そういう人は寮に住んでいますから、
たぶんほかの日本人、寮に住んでいるのは、ほとんどほかの外国人に
「［名］ちゃん」をつけて、話しています。例えば、もし、あの人、あま
り親しくしてなくても、普通体で話していますから、たぶん、あの人も
そういうルールみたいで、を使って私たちに話しているみたいです。」

６．おわりに
今回のインタビューはごく限られた短期留学生を対象に実施したものでは
あるが、通常の授業時からはうかがい知れない学習者のさまざまな意識や日
本語運用の実態が浮き彫りになった。スピーチスタイルの習得に関しては、
以下の点が示唆される。
１） 短期留学生の来日前の学習環境、日本語レベルはさまざまであるが、非
日本語環境において普通体の習得が丁寧体よりも困難という状況は一般
的とは言えなくなっている。

２） 来日後の普通体習得には、同じ留学生として生活環境を共有し対等な関
係を築きやすい非母語話者間の学習者場面が寄与しうる。

３） 接触場面においては、日本語母語話者と非母語話者の親しさの認識と普
通体使用が必ずしも一致しない状況が見られる。

浜田（2000）は、「学習者による学習過程や学習環境全般に対する認知
（perception）」を「学習認知」と呼び、初級段階にある日本語学習者６名の
学習認知について考察した結果、「言語学習のマクロレベルのタスク設定と
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学習環境に対する認知との関わりが重要な役割を果たしている」ことを示唆
した。通常、日本語教師は、可視化しやすい学習者のさまざまな発信から日
本語能力を評価しがちであるが、受容の側面や個々の学習者がある認識に
至った過程により一層目を向け、耳を傾ける必要があろう。今後の課題とし
て、得られた自然談話データとの関連において、「学習認知」という概念を
援用し、より詳細に分析していきたいと考える。

注

（1） 1996年に刊行された『SITUATIONAL FUNCTIONAL JAPANESE』（筑波ランゲー

ジグループ編 凡人社）は、登場人物の属性や登場人物相互の関係をはじめに記載

したうえで、早い段階から本文会話において必要に応じて普通体を提示している。

（2） 国際交流基金による2012年海外日本語教育機関調査によれば、海外の日本語教育

機関が日本語学習の目的として選択した上位４項目は「日本語そのものへの興

味」（62.2％）、「日本語でのコミュニケーション」（55.5％）、「マンガ・アニメ・

J-POP等が好きだから」（54.0％）、「歴史・文学等への関心」（49.7％）で、「将来

の就職」（42.3％）、「日本への留学」（34.0％）といった実利的な目的を上回った。

「マンガ・アニメ・J-POP等が好きだから」という選択肢は、2006年調査のあと

2009年調査より加わったものである。2008年には外務省事業の「文化発信プログ

ラム」が２年間にわたって実施された。

（3） 国際交流基金ホームページ「世界の日本語教育の現場から」フランス2009年度。

http://www.jpf.go.jp/j/japanese/dispatch/voice/seiou/france/2009/report03.html［2014年9

月10日閲覧］

（4） 本基盤研究（Ｃ）は高橋美奈子（琉球大学）、本田明子（立命館アジア太平洋大

学）との共同研究である。

（5） 日本語クラスの受講を希望する者は学期毎に行なわれるプレースメントテストに

よって５から１のレベルに配置される。レベル１はいわゆる「上級」に相当する。

レベル１会話の目標は「複雑で、抽象的なことが話せ、相手や場面に応じた適切

な話し方ができる。まとまった内容の抽象的な談話、専門的な談話が理解できる

ようになる」こと、レベル２会話の目標は「自分の考えや気持ちを伝えることが
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できるようになる。具体的なまとまった談話が理解でき、抽象的なものも流れが

理解できるようになる」こととなっている。

（6） 録音依頼の際には「同年代の人と」と指示したが、協力者によって、自分より年

齢が「上」か「下」かを厳密に選択している場合と同世代ということで「同」を

広くとらえている場合とがある。

（7） データ［Ｂ］の記述内容は音声発話に即しているが、インタビュアーのあいづち

や協力者のいいよどみ等は整理、削除してある。
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